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1　は　じ　め　に

現在，土壌及び作物体の定量を目的とする成分が窒素及

び燐酸のみという場合，試料液調整は，窒素をケルダール

分解で，燐酸を過塩素酸分解叫で行っている。他方，肥料

分析法句ではケルダール分解液で窒素及び燐酸を定量して

いる。そこで，汎用水田土壌及び作物体のケルダール分解

液中の燐酸及び窒素の逐次定量法を確立し，定量操作の迅

速化を図るため，分析精度及び正確さについて検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試土壌及び作物

11供試土壌；山形県庄内地方の水田，輸換田．転換

畑（細粒及び中粗拉強グライ土）

2）供試作物；水稲（山形農試庄内支場．成熟期），

大豆（東北農試，7月30日，8月30日），飼料用トウモロ

コシ（東北農試，9月4日）

（2）試料液の調製

1）ケルダール分解法；分解用チューブに試料1gを

正確にとり，ケルダール分解促進剤（特級硫酸カリウムと

特級硫酸銅を重量比で9：1の割合で粉砕・混合）を2g

及び濃硫酸10m‘添加し，ケルダール分解装置（ティケ一夕

社製，DS一卸型）で分解した。分解終了後，放冷したの

ち，メスフラスコを用い正確に100m＝こ定容し．よく振り

混ぜ，その後ろ過して試料液とした。

2）過塩素酸分解法；分解用フラスコに試料1才を正確

にとり，硝酸25mgを加えて30分間静かに加熱分解し，放冷

後過塩素酸15mgを加えてから静かに加熱沸騰を続け，分解

した。分解終了後，放冷したのち，メスフラスコを用い正

確に100mりこ定零し，よく振り混ぜ，その後ろ過して試料

液とした。

相）定量の

1）試薬；①5N硫酸　㊥モリブデン酸アンモニウム

液：特級モリブデン酸アンモニウム〔（NH4）8Mo7

024・4H20〕の粉休40gを水に溶かし1上とする。

⑨アズコルビン酸液：特級L一一アスコルビン酸丸4タを水

に溶かし，250，撼とし，冷暗所内に保管した。

④酒石酸アンモニルカリウム液：特級酒石酸アンチモニル

カリウム〔C4H400K（SbO）・城H20）0．137

タを水に溶かし50mgとした。

㊥混合発色液：使用直前にSN硫酸50叫モリブデン酸ア

ンモニウム液15mg，アスコルビン酸液30mg，酒石酸アンチ

モニルカリウム液5d！の比率で順に良く振り混ぜながら調

製した。

2）定量操作；

試料液1〟を正確に50mg定容フラスコにとり，混合発色

液8れ‘及び水を加えて定容として，37℃恒温槽中で60分～

90分間加温した。放冷後振り混ぜて，波長870nmで吸光度

を測定した。燐酸標準液を数段階正確にとり，試料液の場

合と同一条件で操作し検量線を作製し，燐酸含有量を求め

た。なお，標準液の酸濃度も試料液と同一条件にする必要

があるので，試料をいれない分解液（H2SO410〟→100

〟，HCl蝕15mg→100〟）を1〟添加した。

31軌験結果及び考察

土壌のケルダール分解液を用いた全燐酸の定量は，図1

に示すように，過塩素酸分解液を用いた定量値と比較して，

100～650叩／100g乾土の範囲で，相関係数0．999と高

く，両者の値ははば一致した。また，土壌の全燐酸定量の
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図日　ケルダール及び過塩素酸分解による
土壌の全燐酸の定量

精度は，表1に示すように，ケルダール分解液及び過塩

素酸分解液を用いた両者とも変動係数（CV％）が約1

－2％で・実用上問題なかった○以上のことから．土壌の

ケルダール分解液を用いた全憐定量は，分析精度及び正確

さとも，実用上問題ないと考えられる。

次に，作物体のケルダール分解液を用いた燐酸の定量値

と過塩素酸分解液を用いた定量値との相関を，表2に示す。
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衷1土壌の全燐酸定量精度比較
（P205叩／100ダ乾土）

供 試 土 壌

番　 号

ケ ル ダ ール 分解 過塩 素酸 分 解

X　　　 S x　　 C V X　　　 S x　　 C V

1 2 37　　 2．9 7　 1．3 2 2 1　　 2．9 9　 1．4

2 27 2　　 2．80　 1．0 2 40　　 4．4 5　 1．9

3 49 0　　 3．6 7　　 0．7 4 57　 10．2 5　　 2，2

4 5 14　 1 1．60　　 2．3 4 6 6　　 4．7 9　 1．0

5 7 07　 16．6 8　　 2．4 6 4 3　 10．3 4　 1．6

注．1：大豆跡復元田，2：連作田，3；転換仰キク跡，

4：キク跡復元田，5：ハウスメロン跡

両者の相関係数は水稲で0．996，大豆で0．997，トウモロコシ

で0．993と高く，両者の定量値はほぼ一致した。ただし，

部位別にみると，茎葉部分の相関は高いが，穂，英，雌穂

で低目であった。これは，穂部の燐酸の範囲が狭いためで

あり，実用上は問題ないと考えられる。以上のことから，

作物体のケルダール分解液を用いた全燐酸定量は，分析の

正確さで実用上問題ないと考えられる。

次に，ケルダール分解液を用いた全燐酸定量の例として，

汎用水田の前歴と燐酸の集槙，形態についてみた。汎用水

田の全燐酸の集積豊は，表3に示すように，ハウスメロン

跡＞キク跡＞大豆跡≠連作水田の順であった。特に，ハウ

表2　ケルダール及び過塩素酸分解による全燐酸の定量値の相関

試　　　 料 測　　　 定　　　 部　　　 位

水　　　　 稲 全　 体　　　 茎　 数　　　　　 穂

相 関 係 数 0．996　　　　　 0．995　　　　　 0．552

範　　 囲 18 2 － 669　　 182 － 286　　　 572 ・－669

点　　 数 20　　　　　　 10　　　　　　 10

大　　　　 豆 全　 体　　　　 薫　　　　　　 茎　　　　 葉　 柄　　　　 爽

相 関 係 数 0．997　　　　　 0．984　　　　　 0．982　　　　　 0．949　　　　　 0．759

範　　　 囲 29 5 ～ 1，040　 585 － 769　　 370 － 503　　 295 － 459　 985 ～ 1，040

点　　 数 21　　　　　　　 6　　　　　　　 6　　　　　　　 6　　　　　　　 3

トウモロコシ 全　 体　　　　 葉　　　　　　 茎　　　　 雌　 穂

相 関 係 数 0．993　　　　　 0．945　　　　　 0．99 2　　　　　 0．874

範　　　 囲 87 ～ 738　　 448 、 690　　　 87 － 254　　　 488 ・－738

点　　 数 36　　　　　　 12　　　　　　 12　　　　　　 12

注．範囲はP205呼／100g

裏3　汎用水田の前歴と燐酸

（P205叩／100g乾土）

土 壌 の 前 歴

全 燐 酸 A 有 効 態燐 酸 B B ／A 比

（1 層 ）1 層　 2 層 1 層　 2 層

A 連 作 田 24 0　 1 6 7 11．7　 6．8 4．9

B 輸換 田 19 5　 1 6 9 6．2　　 4．2 3．2

C 輪換 田 46 6　　 2 5 9 4 1．7　 19．6 8．9

D 転 換 畑 （大 豆跡 ） 25 2　 13 8 16．0　 6．5 6．3

E 転換 畑 （キ ク跡 ） 45 7　　 3 0 7 6 0．8　 2 0．1 13．3

F 転 換畑 （ハ ウス ） 64 3　　 4 5 6 18 0．0　 4 6．6 2 8．0

注．A：水田跡，B：水田一大豆1作一水田跡，C：

水田－キク1作一水田跡，D：麦2作一水田1作一

大豆3作跡，E：水田－キク跡，F：水田－ビニー

ルハウス（メロン）3作跡，有効態燐酸はトルオグ

法による。

ス跡で極めて多かった。また，汎用水田の燐酸の形態は，

全燐酸に対する有効態燐酸の割合でみると，ハウス跡＞キ

ク跡＞大豆跡≠連作水田の順であった。これは燐酸及び堆

厩肥の施用量の違いによると考えられる。今後，この燐酸

肥沃度の活用方法の検討が問題となろう。
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